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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

廃炉作業時の作業員の内部被ばく防止を目指したアルファダストの

形状や核種を同定するための、数マイクロメートル程度のダストでも

判別できるような撮像およびエネルギー分別を行う放射線顕微鏡の実

現を目指し、そのための材料および装置を開発することを目的とす

る。さらに、材料開発を通じて開発される赤色・近赤外発光シンチレ

ータを用いて、1F炉内、10mSv/h未満から1kSv/h程度以上までの幅広い

線量ダイナミックレンジに対応できる高線量率場モニタの開発を行う

ことも目的として、以下の項目を行う。 

１）ナローバンドギャップ材料の開発 

２）放射線顕微鏡の開発 

３）高線量率場モニタの開発 

４）ナローバンドギャップ材料のその他分野への波及 

２．総合評価 Ｓ ・シンチレータ開発と高線量率場モニタのいずれについても目標を超

える性能で開発し、かつ現場適用の段階にもあることから、高く評

価する。 

・研究項目間の連携が適切に図られるなど、実施組織間の強みが発揮

された体制であったことも評価ができる。 

・また、現場関係者と密接にコンタクトを取ることで、現場ニーズに

応じた新技術の研究開発に発展しているなど、現場の課題解決とい

う点で特筆すべき成果と評価する。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


